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福岡西ロータリークラブ健康瓦版 9 号  認知症について 

                       文責：富永雅也 

１．認知症について知っておきたい基礎知識 

「単なるもの忘れ」と「認知症」はどうちがう？ 

歳をとると誰でも忘れっぽくなりますが、たと

えば、食べたメニューを思い出せないのは、単

なるもの忘れです。 

しかし、もし、食べたこと自体を覚えていなけ

れば、認知症の疑いがあります。 

 

「認知症」って、どんな病気？

 認知症とは、「脳や身体の病気が原因で記憶・判断力などの障害がおこり、普通の社会生活

が困難になる状態」をいいますが、いくつかのタイプがあります。 

【アルツハイマー型認知症】 

 脳の神経細胞が減って脳が小さく委縮してしま

うために症状が出るタイプ 

【脳血管性認知症】 

 脳の血管が詰まったり破れたりして、その部分

の脳の働きが悪くなるために症状が出るタイプ 

【その他の認知症】 

 レビー小体（異常な構造物）が大脳皮質にたま

ってしまうことによる「レビー小体型認知症」など 

    

 

 

2．病院に行く前に知っておきたいことアレコレ 

Ｑ．何科に行けばいいの？ 

一般的には神経内科、精神科、心療内科、脳外科、あるいは、「もの忘れ外来」というような専

門外来で診てもらえます。 

Ｑ．どのようにして検査するの？ 

一般的には、医師と対面して問診で診断します。 

そのほか、記憶や認知機能の程度を調べる検査や、脳の状態を視る画像検査が行われること

もあります。 
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3．こんなことに思い当たれば、認知症？ 

家族が作った「認知症」早期発見のめやす （認知症の人と家族の会 作成） 

 これは日常の暮らしの中で、認知症の始まりではないかと思われる言動を「家族の会」の会員

の経験からまとめたものです。医学的な診断基準ではありませんが、暮らしの中での目安として

参考にしてください。 

 いくつか思いあたることがあれば、一応専門家に相談してみることがよいでしょう。その結果、

何でもなければ安心ですし、他の病気が見つかればそれはそれで対応できます。 

 

4．いま認知症の薬は・・・ 

アルツハイマー型認知症には、進行をゆるやかにすることができる薬注）があります。アルツハイ

マー型認知症の薬は病気の進行の程度によって飲む量が違うので、医師の処方にしたがって

正しく飲み続けることが重要です。また、薬を飲んで、軽い吐き気や食欲不振、便がやわらかく

なる、活発になりすぎるなどの症状がみられたり、いつもと違う状態が続く場合は、主治医に相

談してください。                              注）医師の処方せんが必要な薬です

 


